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スーザン・ウオーナー『広い，広い世界J
ーベストセラーの要因一
菱福順
スーザン・ウオーナーは 19世紀におけるベストセラ一作家のひとりであ
り，彼女の代表作である『広い，広い世界』 (1850）は， 19世紀におけるベ
ストセラ一本のひとつである（Foster35）。この事実は， 1970年代まで男性
中心的な価値観が蔓延していたアメリカ文壇のなかで，女性作家による作
品は質的にも男性のそれに劣るなどという不可解な見解により排除されつ
づけてきた。
ウオーナーが執筆活動をした時代は，同時代に活躍していたナサニエ
ル・ホーソンが，女性作家の活躍のために彼の作品が売れず嘆き，彼女た
ちに対し「いたずら書きをする低俗な女の集団」（Hawthorne304）と散々な
皮肉をもらしたことからも窺えるように，女性作家が多く世に出た時代で
ある。『アンクル・トムの小屋』（1852）のハリエット・ピーチャー・ストウ
もそのひとりである。
現代においてウオーナー研究は，作品の出版から約半世紀にも及ぶ空白
を埋めるべく，多くの批評家たちにより積極的に研究されている。研究の
傾向は幅広く，作品を通し当時の時代性を追求するもの，またニーナ・ベ
イムのように，作品のストーリーに重点を置き， 19世紀に多く読まれた，
女性の試練とそれに打ち勝つ女性の物語としての「女性小説」（22)1として
定義付けし，ジェンダー研究的側面から研究しているものなどがある。
このように様々な研究が成されているが，これらすべての研究の根本に
あるのは，ベスドセラ一本であったという事実である。ここで改めてなぜ
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この作品がベストセラ一本をして多くの読者を魅了したかという問いにつ
いて考察してみると，これまで研究されているベストセラーの要因として
は，第 1にそれが教会における日曜学校のテキストとして推薦されたとい
うことが挙げられる。作品が出版された 19世紀中葉は，宗教家たちによる
宗教復興が盛んに叫ばれていた時代である。女性の美徳の真髄として崇拝
されていた宗教観を軸に，聖書のフレーズを幾度にも及ぴ引用し，「人生の
教科書」としての f聖書』を世に広めた『広い，広い世界Jが，宗教家た
ちの心を掴むのにそう時間はかからなかったようである。彼らは作品を大
いに賞賛し，自らの教区において大量に作品を発注させるという結果を招
いた（Kim33-34）。
次の要因としては，出版業界における本の宣伝が功をそうしたことが挙
げられる。作品が出版された 1850年代においては，どの出版社においても，
本の売上げ部数の行方は，宣伝の良し悪しで決まるということが通説とな
っていた（Mott,BS 294）らしたがって，どの出版社も積極的に本の宣伝に
乗り出し，おおよそ本 l冊の売値あたり， 12パーセントから 16パーセン
トが宣伝費として使われたとされている（Geary374）。
たとえば，作品が出版された 2ヵ月後， 1851年2月号の『ゴデイーズ・
レディーズ・ブック』では以下のように宣伝されている。
『広い，広い世界』，エリザベス・ウエザ、レjレ3著。全2巻。この作品は，
丁寧かっ自然に書かれており，どのページにおいても，過剰な感傷の
描写における大げさな言葉により読者を魅了しようとするよりも，現
実世界における有益な教訓を教え込もうとする作家の熱意が込められ
ている。（202)
さらにある新聞においては，「このような本は一世代に l冊あるかないか
の本」（Papashvily2），そしてまたある新聞では，「聖書を除いて，どの本よ
りも良い影響を与え得るもの」（Mott,BS 123），などと出版界がこぞって作
品を賞賛した。
スー ザン・ウォー ナ｝『広い，広い世界』 29 
以上述べた要因は，当時の社会性と密接な関係にあり，現在では多くの
ウオーナー研究者たちに定着している要因である。しかし，要因はこれだ
けであろうか。これらの要因はあくまで外的要因に過ぎない。作品がそこ
まで売れた背景には外的要因のなかに存在する内的要因が存在していると
考えられはしないであろうか。
ヒロイン，エレン・モンゴメリーの波乱万丈な人生を通し，女性のある
べき姿を示した『広い，広い世界』は， 19世紀を生きた多くの女性たちに
いかにして女性として生きてゆくべきかということを教訓的に指示した作
品である。あえてこのような作品が多くの読者たちに絶大な支持を受けた
要因には，宗教家たちの支持や出版社による宣伝効果以外に，その内容や
当時の時代性にも大きな要因が隠されているのではなかろうか。
パーパラ・ウェルターの研究によれば， 19世紀という時代は，文化の中
心が家庭となったことにより，そこを「適切な領域」とされた女性の存在
が重要視された時代であると述べている（151）。ウェルター の研究によれば，
当時，社会的に良しとされた女性は「真の女性（truewoman）」と称され，
彼女たちは「敬度さ（piety）」「純真さ（purity)J「従Jl買さ（submissive-ness) J 
「家庭的さ（domesticity）」を兼ね備えた女性であることを，社会的に求めら
れていたとしている（152）。さらに彼女は，この理想とされた女性像は，女
性のあるべき姿を端的に示した「エチケットブック」ゃ，女性を主人公と
した短編小説などを通し，また理想の女性像を宣伝した「雑誌J，そして
「宗教的な小説jなどにおいて明らかにされたとしている (151）。
ウエjレターの示す，これら 3つの真の女性像を浸透させたとされる媒体
は， 19世紀アメリカの特徴とも言える，国民識字率の上昇，機械化にとも
なう大衆の余暇の獲得，人口増加等によりもたらされた大衆文化の向上に
より，急速に大衆に浸透した（黛 229戸 31）。このような時代の最中に書か
れた『広い，広い世界』が，爆発的に読者たちに支持を受けたという事実
は，決して偶然、的，かつ突発的なことではなく，何か当時の時代性，社会
性とうまく絡み合っていたと考えられる。
本稿では，現代の批評家たちのなかで既に通説となっている外的要因を，
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さらに確固たるものとするための裏付けとして，『広い，広い世界』よりも
前に， 1820年頃より一般大衆に女性のあり方を示した「エチケットブックJ,
「雑誌」を分析しながら，その傾向と性質を明らかにし，最終的に『広い，
広い世界』の内容を分析しながらベストセラーの内的要因を探ってゆき，
これまで述べられている外的要因と統合させ，ベストセラーの要因を再考
察してゆく。そして，売れたことの意義の明確化をも試みたい。
I 
『広い，広い世界』のベストセラーの要因を明らかにする上で，その結
論を導くすべての基盤として，まずこの作品が出版された 19世紀という時
代がいかなる時代であったかということと，それが男女にいかなるかたち
で影響したかを明らかにして見たい。
19世紀アメリカは，男女の「適切な領域（propersphere)Jが重要視され
た時代である。「適切な領域jとは，男女それぞれに与えられた社会におけ
る活動領域であり，家庭を中心に男女の役割を明確化した。
この価値観は一見，人々を階級別に分けることなく，生産にたずさわる
人々を一括して，「真の人民Jと定めたジャクソニアン・デモクラシーの最
中，男女それぞれに「平等Jに役割を与えたように見える（Schlesinger16-
17）。だが，この概念構築により，男女はまったく別のものであるとしてと
らえられ，男性中心的価値観から，男性を優位な存在であることを定義づ
け，男女間に優劣の意識を植え付けるという結果を生むことになった。ま
た，領域において男女がそれぞれいかに行動すべきかという点を明らかに
し，男女の「理想像」を作り上げた。 19世紀以前にも男女の領域は漠然と
存在していたが，後進農業国から世界の主要な経済大国となるための基盤
を整えはじめていた 19世紀アメリカ社会においてこの「適切な領域jとい
う価値観は，社会の秩序を保つために重要視され，細かく定義づけされた。
「適切な領域」は家庭を中心にその外と内に区切られ，男性には外，そ
して女性には内という活動の場を与えている。この外と内を区切る境界線
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は，男女に与えられた「幸せの終着地」の違いから顕著に表れている。
男性の幸せの矛先は，「国家の繁栄」であった。独立戦争後，大衆のなか
で共和国国民としての意識が高まるなか，男性にとっての自らの国家に対
する愛国心のかたちは新生国家の繁栄であった。 1827年以降の教育改革に
より，学校教育において男性は国家の創造者となるための学問を積極的に
学んだ（G叫ahr119）。国家の繁栄こそ男性にとっての愛国心の表れであり，
国家に支えることこそ彼らの幸せであると考えられていた。
たとえば「男性のあるべき姿」を示した，宗教家，ウィリアム・オルコ
ツト著の『ヤングマンズガイド』 (1835）では，男性の幸せへの近道は，高
い志を持ち，国家憲政においてすぐに役立ち，自立した人間になることで
あると述べられている（1）。この本は読書が，大衆に浸透しきれていない 19
世紀初頭に出版されたのであるが，同時代に出版された，現代において，
19世紀のベストセラーのひとつとして知られている，ジェイムス・フェニ
モア・クーパーの『最後のモヒカン族』 (1826）とほぼ等しく，出版から数
ヶ月で 5000部を売り上げたということは（Hart81），自ら知識人であると
認識する男性たちの聞において，彼らの日常生活における立ち振る舞いが
いかに重要視されていたかを窺うことができる。
一方，女性の幸せは，家庭における彼女たちの影響力により築かれる
「家庭の平穏jであるとされていた。 19世紀は，男性の「協力者（help-
meet)J (Mond 19）としての妻，そして国家の未来の担い手を育てる「共和
国の母（republicanmother )J (Bloch 47）としての女性像が重要視された時
代である。家庭においていかに夫に従属し，将来の国家の担い手を育てる
かにより，女性の存在価値が決められた。「女性の男性に対する影響力こそ
が，社会の秩序とモラルを組み立てる力を与えるJ( 46-47）というように，
外で働く男性に代わり家庭を守り，内助の功をおさめることこそが，国家
の明日の繁栄を導くとされていた。
このような背景に付随し， 19世紀に入ると「理想の女性像」は明確化し，
女性の「敬虞」「純真」「従Jil買」「家庭性」が重要視されるようになった。し
かし，ウエルターが，この判断は男性と周囲の人々たちにより決められた
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(152）と述べているように，この「理想の女性像Jは，女性が個の人格と
して，「自分らしく」生きることを阻む結果を招いている。
教育もそれにならい進められた。男子教育に足を並べるように， 19世紀
に入り女子の学校教育も積極的に行われるようになった。女子教育におい
ては，家庭における女性のあり方を重点的に教え込んだ（Plante5-7）。たと
えば，現代ではアメリカにおける女子大学の名門のひとつとして名高い，
マウント・ホリヨーク（Mt.Holyoke）は，まさにこの時代に創設されてお
り，当時の入学案内では，「キリストの侍女として，刷新するこの世の偉大
な任務において有能な補助者」（Welter153）として遁進させることを約束し
ている。
また，女性のあるべき姿を描いた『広い，広い世界』においては，女性
の最高の幸せは「家庭」にあり，「保護者」としての男性の「所有物」とし
て養われることであることが，再三述べられている。作品は，「欠点だらけJ
(WWW 13）ととらえられているヒロイン，エレンが，「小さな巡礼者J
(354）として，善良なキリスト教徒となるための，苦難だらけの巡礼の旅の
果てに，最終的に「家庭」という当時の社会が神聖化していた場所にたど
り着くまで、の道程を綴った物語である。作品では孤児となり，いくつかの
家庭において「疑似家族生活」を経験するエレンの体験を通し，いかなる
「家庭」が理想的であるかを明確に表わしている。
エレンが目覚めたとき，目のなかに朝日が燦々と，そして強く差し込
んできた。周りを囲むすべての見慣れないものに戸惑いながら，ひじ
に身を置き，新しい家をしばらく眺めた。気持ち良さを隠し切れなか
った。窓、から差し込む強い朝の木漏れ日は，無色で殺風景な壁と羽田
板に，それらの美しさの欠乏を補うなうかのように，反射していた。
…部屋はちょうど良い広さであり，完壁に整理整頓されており，（さら
に幸いなことに）東側には毎朝，朝日を通してくれるふたつの大きな
窓があった。しかし床にはじゅうたんはなく，何もない棚はエレンに
はとてもわびしく見えた。（WWW101-02) 
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エレンがニューヨークから遠くはなれた田園地帯のサールウオールに移
った翌日，叔母であるフォーチュン・エマソン邸の，彼女の部屋を描写し
たこの部分では，自然に固まれ，目覚めの良い朝を迎えたエレンであるが，
ふと部屋を見回したとき彼女のなかに「わびしさ」が生じる。自然の生き生
きした描写とエレンの憂惨な気持ちのコントラストは，彼女の寂しさを一
層引き立てている。つまり，フォーチュンの家庭は彼女には適さない場所
であることを示唆しているのである。
小さな家族が食卓に着いたとき，木の壁には陰がかかっていたが，そ
の背後にはまだ日がかかっている風景があり，さらに食卓にはもうひ
とつの光がそれを囲むそれぞれの者の顔に溢れていた。太陽は遠くの
草原と丘に去っていき，やわらかな薄明かりが森のなか，峠のした，
そして平野の上を覆っていった。 cw晴晴＇ 405-06)
これは，エレンを信仰の道へと導く役割として存在しているハンフリー
家における場面である。時刻は夜も近い夕暮れ時である。日も暮れ始めて
いるにもかかわらず，エレンをはじめ，食卓を囲むものたちの表情は幸せ
に満ちている。そして「小さな家族J(WW"W 405）を囲む自然環境はとて
も「やわらかな」（406）雰囲気をもっている。
さらにそこで，エレンは尊敬するジョン・ハンフリーに「おまえは私の
ものだよ」（WW唱＇ 407）と言われている。ハンフリー家において，エレン
は自分が頼るべき存在と出会う。エレンはジョンの言葉を当然のように受
け入れ，安堵感を得る。信仰に満ち，女性が頼るべき男性がいるハンフリ
ー家は，「理想的な家庭Jとして存在している。作品においてふたつの家庭
の描写は，対照的な場所として描かれているということは言うまでもない。
孤児となり自分がいるべき「家庭」を失ったエレンが，最終的にたどり
着く「自分自身の家庭jは，彼女が自分自身の「領域」を獲得したことを
意味する。その領域とは，善良な真のキリスト教になった彼女への「ごほ
うび」として与えられているものである。
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作品が，エレンが家庭にたどり着く場面で幕を閉じているということは，
女性の幸せの終着地は「家庭」以外の何ものでもないことを示唆している。
つまり，「すべての面におけるたった lつで忠実な人生の教科書」（WWW
532）である聖書の教えに従い，キリスト教徒になり，男性に選ばれ結婚す
ることが女性の唯一の幸せであることを暗示している。
また，この作品において家庭は，社会の中心として描かれており，さら
に女性の仕事場としても描かれている。その一例としては，フォーチュン
と，彼女の婚約者のヴァン・プラントにそれぞれ与えられた仕事が挙げら
れる。
フォーチュンは，自らの家の力仕事をする役として雇っているヴァン・
プラントに決して家事をさせることはない。彼には主に家畜の世話と，そ
の他外での力仕事が与えられている。経済的にも決して苦しいとは思えな
いフォーチュンであるが，家事は当然のように彼女の仕事としてとらえて
いるようである。彼女が決して男性の介入を許さない家庭における仕事か
ら，女性の仕事場としての家庭のイメージをとらえることができる。
19世紀においては，『広い，広い世界』のように，男性によって養われ
ることを女性に与えられた当然の権利として受け止め，その男性を崇拝し，
「家庭の天使Jとして存在することを良しとするたぐいの小説が多く出版さ
れ好んで読まれたようである。
その裏づけとしては，決して結婚という結末にこだわらず，あくまで自
立する女性のサクセス・ストーリーを描いた， 19世紀における女性初のジ
ャーナリストと呼ばれるファニー・ファーンの『Jレース・ホール.l(1855) 
のヒロインから窺える。男性に依存せず，経済的自立を目標としているヒ
ロイン，ルースの生き方は，結婚こそ女性の終着地であると，当然のよう
に教育されてきた，多くの女性たちに，女性らしさにかける小説として非
難された（Warren54）。このような反響は，男性に依存する女性像が賞賛さ
れていたかを，明確に物語っていると言える。
『広い，広い世界』の売上げ部数には到底かなわないにしろ，同時代の
ベストセラ一本であるこの作品は，実に多くの読者に読まれたことは言う
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までもない。だが，その主な要因は， 1）作品が当時ジャーナリストとして
人気を博していた，作家自身の自伝的なものとして広く宣伝されたこと，
そして 2）その中から，当時同じく，人気ジャーナリストとして人気を博し
ていた実兄のナサニエル・パーカー・ウイリスの誌面では決して見ること
のできない「意外な」素性を探ることができたという点が大きく作用し，
内容の良し悪しはそれほど重要視されていなかったようである（Geary
388）。
これらのような例からも窺えるように，「女性のあるべき姿」は当時の社
会の風潮として擁護されていた。妻，そして母親としての女性は，国家規
模で称えられた。しかし一方で，それに背く女性は「落ちぶれた天使
(fallen angels）」（Welter154）として，徹底的に非難を浴びたのである。
そのひとりとしては，幼いころからの英才教育が功をそうし，当時の女
性にしては珍しく，ラルフ・ウオルド・エマソンを始め，男性と同等な立
場で執筆活動を行った，マーガレット・フラーである。現代的価値観から
彼女を判断してみると，幅広い才能をもっフラーは，今日ではそれを開花
させる場所が存分に提供されているであろうが，女性であるが故に，女性
の活躍の場が限られていた 19世紀においては，彼女のような「賢明な」女
性は敬遠されたようである。このような彼女に対して，『コーデイーズ・レデ
ィーズ・ブック』の編集長であったサラ・ヘイルは著書『女性名鑑』
(1855）の中で，「彼女は進歩の道を誤った」（666）と直接的に非難している
ほどである。
フラーの主張は， 1845年に出版された『19世紀の女性』を見ても明ら
かである。彼女は，「自立」（17）を生涯の目的とし，女性たちにも同じ目的
を持つことを促した。さらに彼女は，作品全体を通し， 19世紀という時代
は，「女性がひとり立ちできる時代」（96）であり，女性は望むことは何でも
成し遂げられ，男女平等が成立する時代の幕開けであるとし，それを築き
上げるのは女性の力量にかかっていると述べている。そのために女性がす
べきことは，彼女たちが自分で考え，行動しなければならないと主張して
いる（96-97）。
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フラーにとって，これまでの女性は自分ひとりでは生きてゆけない依存
的なものとして映っていたのであろう。女性の男性への依存性は19世紀に
は当然のこととしてとらえられていたのであるが，彼女はそれを真っ向か
ら否定し，徹底的に女性の自立を訴えた。
フラー以外にも 19世紀中盤には革命的な女性たちが多く存在した。『19
世紀の女性たち』の出版から 3年後の 1848年の，アメリカ史上初の女性運
動においてもヘイルは，彼女たちの「フェミニスト的jな行動は女性らし
さにかけるとし，男性と同様，決して彼女たちを受け入れることはしなか
った（佐藤36）。
さらに女性たちの社会に対する反抗は続き，『広い，広い世界』の出版と
同じ年の 1850年にも「自己啓発は自己犠牲よりもさらに高貴な任務である」
と唱えた女性たちが存在した（Dobson223）。しかし，世間が彼女たちに向
けた目は冷やかなものであったようである。多くの人々は「やつらは一体
何者なんだjと完全に対立する姿勢を見せた（223）。結果，彼女たちは社会
的に非難を浴び，彼女たちの唱えた主張は社会を揺るがすには至らなかっ
た。
このように，反抗する女性たちの「誘惑Jにも見向きもせず，ひたすら
社会によって定義づけされた理想に女性像を崇拝した多くの女性たちは，
19世紀が成した女子教育の「成果jであると考えることができる。教育に
より，女性たちは自らの居場所を確認し，さらに教育により家庭における
女性像は神聖化され，崇拝されたのである。
しかしながら女性は男性に属し，男性よりも劣っている存在であるべき
であり，それこそが女性の幸せにつながると，自らの性の劣等性を当然の
ように認め，男性にとって都合の良い広告塔のような女性たちは， 19世紀
において社会情勢に翻弄された最多の犠牲者たちであると考えられる。
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ジェーン・トンプキンズは『広い，広い世界』は，これまで述べてきた
ような 19世紀に体系化された価値観を「軟弱で権力に対して受身で，無垢
な少女」（A585），エレンを通し具現化した「初期の指導書（Uト text）」
(585）であると述べている。
事実， f広い，広い世界』は，権力に対し無力な女性がいかにその環境下
において生きてゆくべきかという生存方法を伝授しているハウツ一本とし
ての特徴を持っていると言える。だが，ここで「初期」という表現に着目
してみると，登場人物を明確に示し，誰にでも犯してしまいそうな失態を
通し，そこから教訓的に女性のあるべき姿を明らかにしたという点におい
ては，指導書としての役割は十分に果たしていると言える。しかし，物語
という枠を外れ「指導書という範鴎のみで考えてみるとJ，現実的に 19世
紀において女性のあるべき姿を示した指導書が存在していなかったと言い
切るのは困難である。
1820年頃より「適切な領域」という概念が人々に浸透し始めたのは既に
明らかであるが，この概念が少なくとも『広い，広い世界』が出版される
までの約30年もの間，手付かずに置かれていたということはありえない。
しかし，現代のようにテレピもラジオもない時代において，一体いかにし
てこの概念は浸透していったのであろうか。
そのひとつとして「エチケットブック」が挙げられる。「エチケットブッ
クJは『広い，広い世界』が出版される臨分前に，箇条書きというスタイ
lレで，男女に彼らの行動におけるハウツーを明確に指示した本である。
19世紀に入り，女子高等教育が積極的に行われるようになり，アメリカ
国民のおおよそ 9割が字を読み書きすることができるようになったのであ
るが（Old町 llO），これにより読書が大衆化し生活に密着するようになった。
「エチケットブック」はその波に乗り，活字を通し人々にあるべき姿を教え
諭した。
38 言語と文化論集No.9
アメリカにおける「エチケットブックjの起源は，アーサー ・M・シュ
レシンジャーによれば， 17世紀後半にさかのぼると言われているが（1-3),
さらに彼は 19世紀に書かれた「エチケットブック」はそれ以前に書かれた
ものと少々主旨が異なるという分析から，それを「共和国のエチケットブ
ック（Republicanetiquette books）」（15）と改めている。
シュレシンジャーの研究によれば， 19世紀以前に出版された多くの「エ
チケットブック」は，英国やフランスから輸入されたもので，君主制の価
値観を支持するようなものであったとしている（21）。平等という価値観を
支持した新生国家として，表向きは階級のない社会としてあったアメリカ
にとってこれらのようなものは不向きであったことは言うまでもない。
一方の「共和国のエチケットブック」は，大衆文化が一気に盛り上がっ
た，ジャクソニアン・デモクラシーのもと，アメリカが共和国として自立
しはじめた 1820年代後半より，人々を共和国国民として教育することを目
的に書かれたマナーブックである（Schlesinger15阿部）。それはこれまでのヨ
ーロッパ的価値観をあからさまに賞賛し，露出していたものとは異なり，
新生国家としてのアメリカが，独自に築き上げた価値観を中心に人々のあ
るべき姿を教育するために書かれたものである（21）。
教育を受ける対象は，新世紀に入り経済的に力を付け，経済大国として
のアメリカを支えた中産階級の人々であった。新生国家として生まれ変わ
った 19世紀アメリカは，伝統やしきたりよりも，経済力がものをいった時
代である。中産階級を軸とし，大衆の勢力がこれまでになく勢いを増して
いったジャクソニアン・デモクラシーにおいては，共和国のために働き，
結果莫大な資産を手にした人物こそ新生国家にとっては有望とされ，賞賛
され，彼らの言動は常に話題の中心となった。
彼らが目指したものは，これまで上流階級社会で培われてきたジェンテ
ィー jレとレディーとしてあることであった。新世紀の幕開けとともに，突
然社会の中心として崇められ，注目された彼らであったが，彼らのイメー
ジ通りの紳士，淑女として適切に行動することは困難であった。彼らは学
校以外で気軽にそれを指示してくれる指導書を求めていた。そのような必
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要に応じて登場したのが「共和国のエチケットブック」である。
「エチケットブックJは適切な領域にそって，男女のあるべき姿を明ら
かにしている。したがって，内容も男性用，女性用と明確に区別されてい
る。言うまでもなく男性には，前章で述べた『ヤングマンズガイド』がそ
の良い例であるが，国家の有能な創造者となるべくものとしてあるように
指示し，女性には家庭を中心にそれを取り巻く社会における適切な振る舞
いを指示している。
「エチケットブック」はとくに女性たちには重宝されたようである。家
庭中心の文化として，これまでの女性が実感したことがないほど家庭にお
ける彼女たちの存在が注目された 19世紀において，男性たちよりも彼女た
ちにとっていかに行動すべきかという問題は難題を極めた（Hart87）。
「エチケットブックJに書かれた「過激に進歩的でもなく，また古くさ
くもなく，教養とたしなみ」（黛 238）は女性たちにレディーとして生きる
ための方法を明確に示した。学校教育や日曜学校などにおいても「エチケ
ットブックjに書かれていることは教育されていたが，産業革命のあおり
を受け，家庭にも機械が導入されることにより家事が軽減された女性たち
は，時間が空いたときに「エチケットブック」を読むことで教会や学校以
外の場所で気軽に道徳心を植え付けることができた。
このような女性のための「エチケットブック」の特色のひとつとして挙
げられるのは，宗教観が非常に濃厚に反映されているところである。商売
や国家建設に夢中になる余り，多くの男性に欠けているとされたモラルを
補い，社会を明るくするという任務を任せられた女性たちは忠実にその任
務をまっとうするために「エチケットブックJを読んだ。
宗教観をモラjレの根源として主張している多くの「エチケットブック」
は聖職者たちを中心とするモラリストたちが中心となって書かれたことは
言うまでもない。彼らは，積極的に『聖書』と「エチケットブックjを結
びつけ，「エチケットブック」を，『聖書』を理解させるための「第二の聖
書Jとして位置付けた。
彼らがそこまで「エチケットブック」を尊重したのには理由がある。宗
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教家たちを中心とするモラリストたちは，宗教の復興を賭け，宗教教育か
ら機械的な教育へと導いていった「価値のない動因を掲示し，心無い自己
主義に対し礼儀作法を教える小冊子（つまり宗教以外の教科書）J 
(Schlesinger 17）に対抗し『聖書』に次いで崇拝されるべき書物として，「エ
チケットブックjを積極的に出版したのである。そして，「エチケットブッ
クJは「すべての純粋さと善良さ，つまりキリスト教徒の源泉」（19）とし
て，女性たちによって崇拝されていた『聖書』の傍らに，「神聖な聖堂」と
して中産階級の家庭の中心としてあったパーラーのテープJレの上に置かれ
るようになったのである。
「第二の聖書」として書かれた「エチケットブック」はむしろ『聖書』
を理解するためのもの，『聖書Jに付随するものとして扱われたのである。
つまり，「エチケットブック」は『聖書』の存在を人々に再確認させるため
に存在したと言える。
『聖書』と「エチケットブック」の関連性の裏付けとしては， 1825年に
出版されたガーディナー・スプリングの『女性の性格のすばらしさと影響
力』を見ても明らかである。
この「エチケットブックjにおいてはまず，「『聖書』はクリスチャン・
ウーマンの責任と性格の掲示を決して省くことはありません」（Spring3-4)
というように『聖書』の存在を重要視しながら，そこに記されている教義
にそって，女性のあるべき姿を明示している。そして，「私は女性に適した
領域，そして神が女性に禁じた領域を知っています」（3）というように，社
会によって定義づけされたとされる領域の概念を，宗教と結びつけ，女性
と宗教とのつながりを不動のものとしている。
そして「クリスチャン・ウーマン」という名のもと，女性たちのあるべ
き姿を詳細に説明している。たとえば，装いに関して言えば，「クリスチャ
ン・ウーマンの服装は，精神的な上品さ，そして（宗教教育のなかで培わ
れた）教養が表れるものでなければならないJ(Spring 10）と述べており，
決して『聖書』では言及されていないと思われる，このような部分にまで
手を伸ばし，『宗教心』を女性の生活に浸透させようとする試みが窺える。
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この著の内容は『聖書』を女性に適した読書物としてとらえて，女性の
ために『聖書』をいかに読むべきかを明らかにしている。つまり，「エチケ
ットブック」のねらいとしては，聖書の理解力を高めることにあったと言
える。
キリスト教精神をふんだんに盛り込んだ女性のための「エチケットブッ
クjは，その教えにのっとり女性の存在，そして彼女たちの領域とされて
いた家庭を神霊化するようになる。これにより 19世紀以前の社会では，決
して日の目を浴びることのなかった女性の仕事としての「家事」が国家規
模で賞賛され，良き社会を形成するために不可欠な「職務」としてとらえ
られるようになった（Cott,BW 199-200）。そして，その家事をこなし，家
族に信仰的に影響を与える女性は，社会的に「理想の女性」として見なさ
れ，そこにおける存在を確固たるものにできた。いつしか社会のなかでは
女性の信仰に満ちた人間像こそ幸せな社会を築き，社会をよきものにする
という神話が成り立ち始めていた。この神話を浸透させたのが，まぎれも
なく「エチケットブック」なのである。
男性に当然のように与えられた「正義や平等を要求する権利」（Douglas
75）の代わりに女性たちに与えられた「家庭におけるカリスマ的権威J(75)' 
そして「専門職としての家事」は， 19世紀において家庭，さらには文化の
中心として崇められていたパーラーに置かれた「エチケットブック」によ
り表現されたのである。「エチケットブック」は 19世紀を通し，『聖書』と
並んでパーラーのテーブルに当たり前のように置かれるようになった（黛
239）。
ジェイムス・ D・ハートは『ポピュラー・ブックーアメリカの文学趣向
の歴史』（1950）のなかで， 19世紀前半は「エチケットブックの時代」（88)
であると述べている。つまり，資産の多さによりランク付けされた人々の
なかで，彼らの格式を象徴する「エチケットブック」は重宝され，流行り
多く売れたのである。
聖職者たちのみならず，世俗界の人々も「エチケットブック」の執筆に
あたった。彼らは「エチケットブックの時代」の波に乗り，こぞって「エ
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チケットブックJの執筆にあたった。そのなかには，長年に渡り人気女性
雑誌『ゴデイーズ・レディーズ・ブックJの編集に携わったサラ・ヘイル
はそのひとりである。 19世紀に入り，多くの作家が「エチケットブック」
の執筆にあたった結果， 19世紀前半までに出版された「エチケットブック」
の数は，改訂版，増版を除いても， 1830年代には28種， 40年代には36種，
50年代には38種以上と上昇の一途をたどった（Schlesinger18）。
彼らの執筆した「エチケットブックJも聖職者たちのそれと主旨は何ら
変わりなく，内容は首尾一貫して家庭における「女性のあるべき姿jを定
義付けするものであった。ヘイルの「エチケットブックJ，『マナー，年中
幸せな家庭と健全な社会のために』 (1868）では，鋭い観点から女性の存在
意義と役割を明らかにしている。
彼女の「エチケットブック」の特徴は，「神の愛」を与えられた女性を社
会の「モラJレ」を形成する中心として賞賛していること，そして女性は生
まれながらに男性に劣り 精神的にも男性より弱く男性に依存せずには生
きてゆけないものであるとしている点である。
彼女は「不変的な書物」（M 204）としての『聖書』の内容にそって，時
にはその中の一節を引用しながら，「天の神」の教えのもと男性は「労働者，
生産者，保護者，規則を作る者」であり，女性は「保存者，教師，そして
お手本となる者」というように，それぞれの役割を不変的なものとし，こ
の役割が実行されてこそ「幸せで健全な社会jが築けるとしている（21）。
ヘイルはその「幸せで健全な社会jを築くためのもっとも有効な手段と
して，結婚を挙げている。「男性と女性は結婚するために創られJ(M 72), 
「結婚生活は人類の完全な状態にすることを意図している」（72）と主張しな
がら，結婚生活においては，人類の起源から，男女の平等は存在せず，女
性は男性の肉と骨から創られたという聖書の教えから，女性は決して男性
よりも大きな存在にはなれないことしている。言い換えれば，「大きな男性」
と彼に属する「小さな女性」が平等ではなく「一体化」（73）してこそ，社会
の体裁をうまく正すことができると主張している。
このように，すべての物事の建設者としての男性と，その物事の内側で
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道徳的に浄化する者としての女性というような，それぞれの性における義
務を明確に提示しながら，「結婚とは女性の終着地であり，女性の栄光と幸
福の場は家庭であるJ(M 72）という主張のもと，「いかに家を美しく装飾
するかJ(79）や，「家庭内読書と本の一覧表J(345-50），そして「『聖書』を
いかに読むべきかJ(202）というように，事細かく女性の行動を家庭という
「適切な領域Jの概念に沿って指示している。ヘイルの「エチケットブック」
は，信仰心に満ち， f聖書』の教えに忠実にそって「女性のあるべき姿」を
明確化した。そこに表わされる女性像は，清楚でどこか自信がないような
印象をうけるような女性像であった。
このように女性のあるべき姿を，宗教観を軸に教育した「エチケットブ
ック」は多くの女性たちに着実に浸透していったようである。それらに描
かれた理想の女性像は， 19世紀に書かれた多くの小説に描写されているの
がその裏付けとなるであろう。
『広い，広い世界』は，それを証明する良い例のひとつである。現代の
ウオーナー研究においては，作品が出版当初より，「非信仰の原因」（Kim
31）として，女性たちが読むことを禁止されていた小説として存在するこ
とを，作家自身の意向から拒否されたことと（Tompkins,SD 149），シャロ
ン・Y・キムが述べるように，作品自体の内容が，信仰を軸とする「想像上
の歴史書J(31）としての役割を果たしていることから，作品を小説という
よりもむしろ指導書としてとらえる傾向がある。このような面から，エレ
ンの人生経験を通し，読者に女性のあるべき姿を教育している『広い，広
い世界』と「エチケットブック」との関連性を見出すことができる。
作品においては，信仰心を軸に，女性がいかに権力に服従すべきか，そ
して女性にとって家事とはいかなるものかということや，いかに家事をこ
なすべきかが詳細に言及されている。「エチケットブック」同様，信仰心は，
常にストーリーの中心に位置づけされている。
作品の冒頭から，エレンは間もなく離れ離れになる病弱な母親により，
人生における神の存在の大きさを教え込まれる。
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つい前までモンゴメリ一夫人は一生懸命正気をとりもどそうとしたが，
無理であった。しかし，エレンの深いすすり泣きが彼女を正気させた。
彼女は二人のためにこの激しい興奮をとめる必要があった。すぐに沈
着が匙った。「これではだめよ。…落ち着くことができなければあなた
も私も傷つくのよ。…このような悲しみをだれが授けて下さるか覚え
ておきなさい。悲しんでも良いけれど，決して反抗してはいけないの
よ。決して目には見えないけれど，神は私たちのためにこのような試
練をお与えになるのよ。」と彼女は言った。
(WWW12) 
神がすべての試練を与えてくださるとし，「悲しんでも良いが決して反抗
してはいけない」という母親のこの言葉は，作品全体を通し，エレンが生
きて行く上での教えとなっている。つまり，作品はエレンがこの教えを理
解するまでの道のりを綴ったものであるとも言える。作品において，神の
存在は絶対である。官頭で自己否定や神への従事を徹底的に教育されてい
るエレンは，その後においてもその教えを忘れることはない。そして，身
体的に成長しようとも，社会的に大きな存在の男性に対し，「リトル・エレ
ン」として，神の教えのもと，権力への服従を肯定し続けているのである。
また，家事の指導書としては，アリスの亡き後，彼女の代わりとしてハ
ンフリ一家の養女となったエレンは，義姉に代わり，かつて彼女がこなし
ていた「山ほどの細々した家事J(¥Xi晴晴r456）をこなそうと試みる。彼女
のこれまでの仕事は，ハンフリ一家のメイドのマージエリーによって詳細
に説明されている。マージエリーの説明は，家庭における女性の仕事とし
ての家事の説明のみならず＼「男性を喜ばすため」としての家事の重要性を
明示している。
アリスが行っていた家事の詳細な説明は，家庭における家事を女性の専
門職として成立させているだけでなく，一日のほとんどを家事で費やす女
性の生活の流れは，それを中心に回っていることを示唆している。このよ
うに，「第二の聖書」として女性の性格や居場所を神聖化した「エチケット
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ブック」は驚異的な力でアメリカ社会に浸透し，女性を天使として人々に
描かせるのに大きく貢献し，崇拝された。
しかし，ここで問題なのは，この理想像はナンシ－ F.コットが「女性は
男性の快楽と彼らへの奉仕のために創られた」（P224）と主張しているよう
に，「エチケットブック」は男性中心的価値観を押し付けるようなものであ
るに過ぎなかったということである。「理想、の女性像jには女性の意思はま
ったく反映されず，男性の思いのままに女性の生涯を全面的に企画し，男
性好みの女性像を作り上げていたのである。
「エチケットブックjが広く女性たちに読まれたことは，女性のあるべ
き姿の基本事項を彼女たちに叩き込むのに大きく貢献しただけでなく，小
説の範時で定義される「初期の指導書」としての『広い，広い世界』を彼
女たちにとって読むにふさわしい書物としてとらえるための根本的な価値
観を作るのにも有効に作用したと考えられる。
国
「エチケットブック」と『広い，広い世界』の女性のあるべき姿を示し
た指導書性としての共通点を明らかにすることにより，この作品のベスト
セラーの外的要因 1要因を探り得ることができた。しかし，この共通性を
明らかにしただけでは，ベストセラーの要因の髄を知り得たとは言い切れ
ない。
それは， f広い，広い世界』には「エチケットブック」にはないもうひと
つの要素を持ち備えているからである。「エチケットブック」には欠けてい
て，『広い，広い世界』にはあるもの，それは娯楽性である。読者は作品を
読む過程で，ヒロインと自らの人生とを重ねながら，ときには胸を弾ませ，
またときには涙しながら，家事の合同に楽しんで読書をしたのである。
女性のあるべき姿を端的に明らかにすることで，「理想の女性像」構築浸
透に貢献した「エチケットブックJであったが，決して読まれなかったわ
けではなきにしろ，進んで、読まれるというよりも，むしろ『聖書』を理解
46 言語と文化論集No.9
するための二次的なものとしてパーラーのテープルに置かれ，行動を指示
してくれるハウツ一本として，その存在価値を発揮する書物としての役割
のほうが大きかったと見える。 19世紀初頭というのは，一般大衆のなかに
娯楽としての読書が定着した時代であるが，日常用の指導書として存在し
ていたとされる「エチケットブックjは，娯楽性には欠けていたのである。
「エチケットブック」よりも娯楽として「読む」という行為を促進させ，
f広い，広い世界』よりも前に，娯楽としての読書を定着させ，その結果
「理想の女性像」を大衆に浸透させるのに大きく貢献したものがある。それ
は雑誌である。雑誌は社会の変遷を敏感に察し，その流れとともに発展し，
巨大市場を築いた。
フランク・ Jレーサー・モットは『アメリカの雑誌の歴史』 (1930）におい
て， 19世紀前半は「雑誌の黄金期」（339-43）であったと述べているが，実
に独立した国家として歩み始めた少なくとも 19世紀前半までのアメリカに
おいては，雑誌の全盛と呼ぶには十分過ぎるほどの条件が揃っていたと言
える。
その条件として挙げられるのが， 19世紀以降の社会の変遷が大きな要因
としてある。第 l章ですでに述べたように，ジャクソニアン政権以降，
人々のなかに「国家の繁栄」という目標ができたことにより，国家に「1)
流通システムの発展 2）印刷技術の発展 3）移民の増加 4）教育の浸透によ
る識字率の向上」（野口 16）という現象を引き起こした。
流通システムの発展は，「交通革命jによりもたらされた。拡張主義の時
代が象徴するように，アメリカ領土は巨大化していったのであるが，その
際に築かれた川や道の完成により運搬船や車が発達し，結果流通システム
が確立していった。このシステムの発展は，短期間に情報やものを許され
る限りの範囲で広げることを可能にした（野口 14-16）。
そして印刷機の発展は，シリンダー印刷機の導入により，印刷工程を短
縮させ，結果，大量生産を可能にした。そしてこれにより印刷物の低価格
化が実現され，気軽に印刷物を購入することができるようになった（野口
15伊16）。
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また移民の増加は，印刷物の読者となる，人口の増加を促し，労働力を
向上させた。さらに 1820年後半よりなされた教育改革は，国民識字率の向
上を促した。特に女性においては 19世紀初頭には全体の半数にも満たなか
った識字率が， 1840年代には 90パーセントにまで向上した。国民全体を
通してみても， 90パーセントの人々が字を読み書くことができるようにな
った。これらのような社会の変遷のなかで出版界は巨大化してゆき，これ
まで地方に分散していた出版社は，当時，多彩な情報源泉としての都市で
あった，ニューヨーク，ボストンそしてフィラデルフイアの三都市へ集中
しはじめたのである（Douglas83）。
出版界がピジネスとして成立したことにより，アメリカにおける文学の
概念は大きな過渡期に立つことになる。もっとも大きな要因は読者層の変
化から来るものであると考えられる。
これまで読書は，少数派の知識人に許されたものであったが，ピジネス
として確固たる利潤を得るためには，少数派の彼らは読者層としては不向
きとされたことは言うまでもない。先ほど述べた機械の発展，教育の普及
による識字率の向上，そして人口増加などの社会の変還は，大衆を読者の
中核にするという結果を生み，出版市場の標的を大衆にした（野口 17-18）。
そして，その読者層の変化は出版物そのものの質を変えることになる。
出版物はもはや「質jよりも大量に「売れる作品j，つまり「確実に利潤を
伴う作品」というものに重きを置くようになったのである。その的として
選ばれたのは，当時のアメリカ文化の中心として男女間わず不特定多数の
大衆に崇められていた家庭であった（野口 17-18）。家庭をテーマにした作
品は，国家的に推奨されたが，家庭は女性の聖地として考えられていたこ
とを考えると，その内容は女性を読者の中心と見なし，女性読者を意識し
たものであるととらえることは妥当な考えである。
当時の人気ジャーナリストであり，同じく人気ジャーナリストとして活
躍したファニー・ファーンの実兄でもある N・P・ ウイリスが，「読者は女
性である（そして）政治と商業を除き，いかなる義論にも裁きを与えるのも
女性である（さらに）売れる文学のカギを握るのも女性であるJ(Douglas 
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103）と公言していることは，読者の中心は女性以外何ものでもないことを
物語っていると言える。
多くの出版社は，出版界における過激な競争に打ち勝つために競い合い
ながら，こぞって家庭をテーマにした出版物の製作にあたった。この競争
のなか生まれたのは職業としての作家という存在である（Douglas83-84）。
彼らの多くは出版社の意向により家庭をテーマとする作品を書くことに従
事した。彼らの書いた作品は，政党機関紙などの新聞の平均価格は 6セン
トであった当時において（黛 230），その価格を大幅に下回るペニー・ニユ
ースペーパー，雑誌，日曜学校の小冊子などの低価格な本などのなかに掲
載された（Hart86）。
1850年代初頭の「中産階級の新しい器官のひとつ」である『ハーパー
ズ・マガジン』が「文学は大衆を追い，ハイウェイ，そして垣根を貫き，
その道をコテージ，工場，路面パス，車に押し込み，世紀におけるもっと
も国際的なもののひとつになった」（Hart86）と言及していることからも窺
えるように，実に多くの作家が大衆向けの出版物執筆に携わることにより，
アメリカにおける文学のカラーは大衆化してゆき，大衆好みの内容に変化
していった。
特に雑誌においては，本が 1830年から 42年までの聞に年間平均 100冊
ほどの出版状況であったのに比べ，雑誌は 1825年から 50年の間に 4,5千
種類の新誌が出版されたという事実（野口 15）を考えてみると，いかに雑
誌が大衆の心を掴んでち，広く普及されていたかを知ることができる。この
ように 19世紀には，雑誌を主体とする出版界の媒体ができあがった。
19世紀に多く読まれた雑誌は，これまで宗教家たちが自派の教義を説き，
信者の結束を固める意図を剥き出しにしているもの（Douglas230），また家
庭をテーマにしたものであっても，英国の雑誌の傾向を模赦し，大衆には
縁遠い英国などの海外の情報を掲載したものなどが主流であったものとは
別に，読者としての大衆が自らの生活のなかで家庭の重要性を見出すこと
ができるいわば「大衆うけ」するものであった。
jレー ス ・E・フインリー は， fゴディーズの貴婦人』（1931）のなかで，大
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衆うけのもっとも重要な要素とされたのは，雑誌が「アメリカ的」である
ということであったと述べている（43）。このアメリカ的という価値観こそ，
共和国国民としての自らの存在を意識し始めた大衆にとっては魅力的な内
容であり，それを多く掲載した雑誌を好んで読んだ原因のひとつに違いな
Uミ。
このナショナリズムを明確に示し，また家庭というテーマを武器とした
雑誌出版界は，当時の男性同様，職業作家となった女性たちによって支え
られた。彼女たちの多くは，たとえばヘイルのように， 5人の子どもと自
分を残し先立つた一家の大黒柱である夫に代わり，生活を支えるために作
家になったというような，未亡人であり，家庭のことに関しては「専門知
識Jを蓄えた女性たちであったことは言うまでもない。そのような女性た
ちにとって，この類のテーマはお手の物であった。また，生計を立てるた
めの仕事を得るのが困難であった彼女たちにとっては，適した職業であっ
たようである（Geary366）。
このような流れのなかで，「女性編集者による女性のための雑誌」が誕生
した。『ゴデイーズ・レディーズ・ブック』は， 19世紀に多く出版された
上記のような雑誌のなかで， 1830年の出版以来 68年にもおよび，多くの
購読者の心を掴み支持を得た雑誌のひとつである。
『ゴデイーズ・レディーズ・ブック』が読者にとって魅力的であった最
大の理由も，その内容が非常にアメリカ的であったということである。も
ともとこの雑誌は 1830年に 19世紀の「出版界の貴公子」（Finely41）と呼
ばれた，ルイス・ゴデイーが出版したときには，このアメリカ的という表
現には見合わない雑誌であった。後にその雑誌の編集長として招かれるヘ
イルもこの雑誌について「明らかに英国雑誌に掲載されている小説や記事
の混ぜ合わせ」（Burt71）と評していることからも窺えるように，雑誌に掲
載されるものはほとんどが英国の出版物の再版や，アメリカの新聞の記事
を引用したものであり，そこに「新生国家としてのアメリカ」の独創性は
なかった（Finley43）。
作家でもなくまた編集者でもなく，あくまで利潤を重視する出版者とし
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てのゴディーは，そのことは十分承知の上であったが，アメリカ人作家や
編集者を雇うよりも再版物を手に入れるほうがコストもかからないという
ことで，止むを得ずこのような雑誌を出版していたのである（43）。だが，
時代の流れのなかで読者の求めているものがアメリカ的な出版物であるこ
とを感じ取った彼は，『ゴデイーズ・レディーズ・ブック』よりも 2年も
前に『レディーズ・マカ、、ジン』という雑誌で，「アメリカ人によるアメリカ
人のための雑誌」という概念をつくりあげていたヘイルを起用する決心を
するのである。
ヘイルは彼女の雑誌と合併することで，ゴデイーの誘いを受けることに
なる。そして， 1837年『ゴデイーズ・レディーズ・ブック』は「アメリカ化
宣言」をし， 19世紀を通し，アメリカ最大の発行部数を誇る雑誌に成長し
たのである（Finely43-45）。以降，この雑誌は「国家の雑誌」という宣伝文
句を武器にアメリカ人読者の心を掴み，読者はその中から「アメリカ人気
質の新鮮さ，活力そして特有のかたち」を見出すことができたのである
(46）。
読者の中心は言うまでもなく女性であった。編集長であるヘイルは，編
集の際「女性の進歩」（Finely40）というテーマを掲げ，アメリカ的な女性
のあるべき姿を明らかにしていった。雑誌は，中産階級の，普通の女性の
生き方や，感覚を中心に話を広げられており，決して上流階級の，パーラ
ーに集まり最新のファッションで着飾る女性ではない。ヘイルの主張する
「女性のあるべき姿Jは，圏外の価値観にとらわれず，あくまで「アメリカ
という新しい固に誇りを持ち，信仰厚く，家庭の幸福を何よりも大切にし，
その中で自分の向上を願う女性たち」（佐藤 38）の姿，つまり当時の社会が
求めていた女性の姿であった。
しかし，この「女性によって女性のために書かれた雑誌Jとして自負す
る『ゴデイーズ・レディーズ・ブック』は，表向きの読者層は女性として
考えられているが，決してそうではない。ヘイルは雑誌を編集する際，常
に女性読者の裏に隠れた男性たちを意識していたのである（Finely39）。当
時，女性には自由に使うお金が与えられなく，買い物をする時には男性の
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承諾を必要とした。いくら女性が欲しいと願っていても男性が反対すれば
手に入らなかったのである。
ただならぬピジネスの才能を持った女性であるヘイルはこれに即座に対
応し，男性に喜ばれるような内容を掲載することに専念している。したが
って，雑誌内に描かれている女性像はどれも男性好みの女性であると言え
る。そして，そこから当時の男性中心的価値観を基調とする美しい女性像
を見出すことができる。
たとえば，当時の多くの雑誌において，目玉のひとつとされたファッシ
ヨン挿絵ひとつを見ても，いかなる女性が好まれていたかを窺うことがで
きる（Fig.I）。挿絵の女性たちはどれも美しいロングドレスを身にまとい，
ほっそりとした体系に引き締まった腰を持ち，髪をきれいに束ね，目は大
きく，指は細く，そして肌の色は白い。つまり，これらに相当しない女性
たちは女性らしさにかけるとういうことを訴えていると言える。
さらに，挿絵のみならず『ゴデイーズ・レディーズ・ブック』に掲載さ
れた短編小説，そしてアドバイスにおいても理想の女性像を見出すことが
できる。 1850年 1月号に掲載されている，ジョセフ・ C・ニール著の「理
想の夫と女学生の好み」では，社交界デビ、ユーをし，将来の結婚相手を探
すことになった若い女性たちが，結婚に至るまでの話である。主要な登場
人物は，エラ・カークランドとクララ・ハワードで，両者は対照的な性格
の持ち主として描かれている。
社交界デビューをした二人はともにはしゃぎ，男性を選ぶ際の基準は，
彼らの「外見」と「経済力jである。しかし，クララの方は時が流れるに連
れ，その考えの甘さに気づき，次第に改心し，男性を外見よりも彼の持つ
「崇高さ」，「温厚さ」を基準に，男性への敬意を表わすようになる。
一方のエラは，何よりもまず階級や外見だけで男性を判断するあまり，
自分の好みに合わない，好意を持たれた男性を「不快jに思い避ける。しか
し，次第に彼の良さを発見するが「後の祭り」である。彼は彼女から突然去
ってしまう。結果としてクララは彼女が理想とする男性と幸せな結婚をし，
前途洋々な未来が約束されることになる。
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小説は，クララとエラという対照的な人物を通し，教訓的に男性を選ぶ
際の注意点を読者に伝えている。この小説の最も教訓的な部分は，クララ
がエラに宛てた自らの近況を伝える手紙のなかで，「あなたは主人のアーサ
ーが裕福か知りたいでしょうね私は何の迷いもなしに『イエス』と言える
わ…彼が私に与えてくれる崇高で心温かく，知的さからくる豊かさは，経
済的な豊かさよりもよっぽど意味があるわ…彼は私に，幸せは周囲の環境
よりも私たち自身にかかっていることを教えてくれたの…神は妻としての
あなたを祝福なさるでしょう」 (IH31）という場面である。
この小説が読者に伝えていることは， 1）「理想の夫Jとは経済的な豊かさ
よりも精神的な崇高さを持つ人物であるということ， 2）結婚は女性の最大
の幸せであるということである。二番目の根拠としては，小説の最後の部
分で，結婚したクララが「私たち夫婦の未来は有望だわ」 (IH31）と述べて
いるように，「幸せな女性Jとして描かれていることである。この小説は妻
としての女性を擁護していた当時の社会性を反映しているものであると言
える。
また，小説に限らずアドバイスにおいても「女性のあるべき姿jを明ら
かにしている。作家としてだけでなく「教育者jとして，アメリカにおけ
る子女教育に多大な影響を及ぼした女性のひとりである，エマ・ウイラー
ドによって書かれた同雑誌， 1852年 9月号に掲載されている「何を教える
か」では，「母親」としての女性は，子どもに 1）「倫理的な良心」， 2）「健康
と強い体，精神を維持する方法」を教えなければならないと助言している
(295）。
ウイラードは「倫理的な良心jとしてあげられるのは，「神と人類への敬
意」であると述べている。さらに敬意を払う順序としては，神が第ーで人
類は二の次であるとしている。
また，「健康と強い体，精神を維持する方法」としては，彼らの食生活や
日々の運動のなかでこれらを教えこまなければならないとしている（WT
295）。この助言から窺えることは「母親」としての女性像だけではなく
「家庭における教師Jとしての女性像をも女性たちに明らかにしていること
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である。そして，これらのことを教える「教師としての女性」は信仰的で家
庭的でなければ勤まらないということを，直接本文では述べられていない
が明確に暗示している。このアドバイスだけを見ても明らかであるが，ア
ドバイスの中心は家庭における女性の行動ゃあるべき姿である。
雑誌に書かれた短編小説やアドバイスは，「女性のあるべき姿」を小説に
おいては教訓的に，そしてアドバイスにおいては明確に表わした。これら
どの作品も読者としての女性が家事や育児の合間に読める長さのものであ
ったために，余暇を過ごすための娯楽として，読者は短い時間に「理想の
女性像」を自らの心に描くことができた。そして女性の領域において，理
想的に生きる女性には結婚という幸せを与え，そうでない女性には不幸な
結末を与えるという決まりきったストーリー性を教訓的な話としてとらえ，
それを訓戒として役立たせることを可能にした。
このように，最新流行ファッションを追っているファッシヨン挿絵や，
家事の合間に娯楽として，女性だけの世界を描いた教訓｜的な短編小説，そ
して「エチケットブック」の一部を切り抜いたようなアドバイスなどの様々
な色彩が混合された雑誌は，現在のようにテレピや映画，そしてラジオが
ない当時においては，暇な時間を埋める娯楽として重宝されたのである。
したがって雑誌が，「エチケットブック」よりもさらに 19世紀を通し多く
読まれ，女性たちに多大な影響を及ぼしたことは自然の成り行きではない
かと考えられる。
『ゴデイーズ・レディーズ・ブック』においては， 1860年までに購読者
数が 15万人に達し（Damon-Moore22），アメリカにおける主要な雑誌のひ
とつとなったのであるが，この統計から，『広い，広い世界』が出版された
1850年にはすでに，女性をヒロインとし，女性読者を意識した内容の小説
が確実に売れるという外的な働きかけが定着していたと考えられる。
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IV 
『広い，広い世界』の驚異的売上げには，作品の「エチケットブック」
と雑誌の関連性が物語るように，大衆文化が一気に花開いた 19世紀という
社会性がその一要因としてあることは否定できない。確かに，ある出版社
からは「ばかばかしい」と罵られ，売れることなど予期されず，出版当初
はろくな宣伝も成されなかったこの作品は，発売当初の売上げは最悪なも
のであったようである（Geary378）。しかし，その後の出版社による懸命な
宣伝が功をそうし，売上げ部数が驚くほど伸ぴたという事実の裏には，大
衆文化のなかで生まれた活字文化が人々に対し，多大な影響力をもってい
た19世紀の時代性が，色濃く反映されていると考えられる（379-80）。
だが，ベストセラーの要因は果たしてそれだけであろうか。『広い，広い
世界』の読者たちは，ただ単に「真の女性」が擁護されていた当時の社会性
に影響され，また作品が売れるためだけに書かれた宣伝に影響され，もし
くは宗教家たちの強い薦めだけに感化され，作品を読んだのであろうか。
それだけを『広い，広い世界』のベストセラーの要因として片付けてしまう
ことは，それを単なる「大衆文化の産物」としてとらえることに過ぎず， 19
世紀という時代が作り上げた文学としての価値は，永久に埋もれてしまう
のではなかろうか。
現代において『広い，広い世界』は，ベイムやトンプキンズが主張する
ように， 19世紀の文学の中心をなした作品として，研究がなされているの
であるが，これは作品が内容的にも文学として認められている裏付けであ
る。つまり，『広い，広い世界』のペストセラーの要因は，過去 30年余り
のウオーナー研究において積板的に成されている，その内容からも窺える
と言えるのである。
作品の内容から，ベストセラーの要因を考察してみると，そこには，「真
の女性」になるべく教育を受けてきた女性読者たちの心を魅了する，いく
つかの要素があることに気づかされる。そのなかの 1要因としては，作品
が，当時の女性の「人生の指導書」であった『聖書』の教えを，女性読者
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のためにわかり易く書き下ろした「やさしい聖書jとして存在していたこ
とである。
シャロン・ Y・キムが，『広い，広い世界Jは，その内容の類似性から，
19世紀版『天路歴程』であると述べていること（28）や，作品が出版されて
まもなく，それが教会図書館に置かれたこと（33）からも窺えるように，作
品と宗教観は，密接な関係にある。『広い，広い世界』と，『天路歴程』の両
者は，『聖書』を理解するための本としての意図性は，ほぽ類似している。
しかし，クリスチャンの物語と，エレンの巡礼物語の決定的な相違点は，
エレンの物語が，女性読者のために書かれたということである。
『天路歴程』の目標は「真のキリスト教徒jとなることである。一方の
『広い，広い世界』においては，エレンの巡礼を通し，女性がいかに「真の
キリスト教徒」となり，「家庭の天使Jとなることが目標となっている。当
時の多くの読者たちは，表には出せないが，決して完壁ではないエレンと
自分とを重ね合わせ，まるで自分が巡礼をしているような気持ちで，ひと
つひとつキリスト教徒として，そしてまた「家庭の天使」としていかに生
きていくべきかを見出したのであろう。
『広い，広い世界』が出版された 19世紀中葉においては，女子初等教育
が盛んに行われていたにもかかわらず，女性たちにとっては未だ，『聖書』
を深く理解することは困難であったようである。というよりもむしろ，信
仰心は女性たちには不可欠な要素であったにもかかわらず，多くの女性た
ちは，『聖書Jをいかに自らの生活に取り入れるべきかと試行錯誤していた
ようである。
以下の，ウオーナーに宛てられた，ある読者からの手紙の文面を見ても，
女性にとって『聖書Jを理解することがいかに困難を極めたかを窺うこと
ができる。
『広い，広い世界』をあてがわれることで，私がどんなにそれに感激し
たかあなたは想像できますでしょうか。私は主への興味が生じたころ，
すでに『聖書』を持っておりましたが，その価値に気付くことができ
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ず，また（主が望むように）読むことができませんでした。…私は彼
のお力と優しさが幸せな者の人生を満たすとされる主の存在を知りた
かったですし，愛したかったのです。私はそれを一生懸命『聖書』の
なかで探しましたし，彼を愛し，過ちと闘おうと決め，そして彼の教
えにそって生きょうと努力しました。しかし，私を取り巻く環境と日
常生活のなかで，私はたびたび気まぐれさと空想家としての自分を責
められるとき，不幸な気持ちになり耐えられない気持ちになっていま
した。ですから，あなたこそ私の質問に答えてくださる思い，今こそ
その時であると思い，思い切って手紙を書きました。（Kim32) 
手紙の筆者をはじめとして，『聖書』をいかに理解すべきかに頭を悩ませ
ていた多くの読者たちは，まるで長い巡礼の過程で，真のクリスチャンに
なった，『天路歴程』のヒーロー，クリスチャンのように，『聖書』の教え
を試行錯誤しながらも実践し，やがて真のクリスチャン，そして「家庭の
天使」となったエレンの姿と自身の姿を重ねながら，女性にとっての『聖
書』の正しい読み方を見出すことができたのである。
作品において，『聖書』を骨の髄まで理解するために効果的に成されてい
ると思われる手法のひとつは，「祈りとごほうび」のいくどにも及ぶ繰り返
しである。当時の女性にとっての幸せの終着地である，真のキリスト教徒
となり結婚というゴールに向かつて，長い巡礼の旅に出るエレンが，激し
い葛藤を祈りと涙を流し乗り越えた後には，必ず「ごほうび」が与えられ
るのである。長い旅ではあるが，「祈りとごほうぴ」は必ずひとつのまとま
りとして，繰り返し作品に登場し，「ワンパターン化」しているのである。
たとえば，作品の冒頭部分において，母親との別れを切り出されたエレ
ンは，父への反抗からくる悲しみを抑えることができない。しかし，母親
の説得により，キリスト教徒という名のもとに，祈り，反抗することはい
けないことという教訓を得たその少女は，ここではじめて「ごほうびjを
与えられるのである。彼女に与えられているものは，ひとりで出た買い物
の際，あわや踊されそうになる彼女を助けてくれる，良心的な紳士との出
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会いである。
父親の事業の失敗により，離ればなれになる娘に，新しい服を新調する
こともできないほど経済的困難を強いられているモンゴメリー一家である
が，見知らぬこの紳士は，エレンに上等な帽子や，食用の鳥をプレゼント
してくれる。
さらに，父親の気まぐれによってもたされる両親との別れを目の当りに
し，孤独に見舞われ，激しい悲しみに襲われる場面においても，このパタ
ーンは明示されている。ひとり孤独に耐えながら，ハドソン河を上る蒸気
船上で，「すべての試練は神様のおぼし召し」であるという母親の教えを理
解しようという「試みJが幾度にも繰り返される。しかし，この時点にお
いて，母親との別れ間際のほんの短時間しか聖書を勉強していないエレン
であるが，彼女の「試み」は報われ，「ごほうび」が与えられている。
ここでのそれは，信仰的な紳士，ジョージ・マーシュマンとの出会いで
ある。彼は，孤独なエレンの「友達」となり，彼女の孤独を癒してくれる。
さらに，信仰的な彼は，抑えられない自我と，信仰との聞で葛藤するエレ
ンに，信仰心を促す説教を施し，神の存在を再確認させる。神の存在にあ
らためて気付いたエレンは，孤独な世界からの脱出を成し遂げ，安堵感を
得る。
サールウオールでの生活のなかでも，このサイクlレは引き続き健在であ
る。たとえば，厳しい叔母，フォーチュンとうまく打ち解けることができ
ないエレンは，しばしば彼女の仕打ちに絶えられず，反抗心を抱きそうに
なってしまう。数少ない母親との手紙のやり取りのなかで，幾度にも「全
力を尽くす」との意気込みを露わにするエレンであるが，容易に叔母への
反抗心を打ち消すことができない。反抗心が生じる度に，涙で浄化する試
みが何度も繰り返される。そして，その都度，「棚から牡丹餅」のように，
幾度にもおよび「ごほうび」が与えられるのである。
そのなかでも，もっとも意義深い「ごほうび」は，アリスとの出会いで
あろう。母親からの手紙をフォーチュンが勝手に開封してしまったとき，
容易に怒りを静めることができず，無言で心向くままに，「山」へと逃げる
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エレンであるが，叔母への直接的な反抗を避けた彼女に与えられたものは，
アリスとの出会いである。作品中盤までに，エレンに信仰心を教育する役
割を担うアリスとの出会いは，エレンの人生を変えるほど重要なもとなる。
このように，幾度にも及ぶ「祈りとごほうび」のサイクルのなかで，読
者は自然と，作品がエレンの幸せ，その幸せとは，当時の女性にとっては，
結婚で幕を閉じることを予期できる展開になっていると言える。つまり，
必ずエレンの幸せで終わるという予測は，読者が安心して読書に専念でき
る要因となっている。さらに，現実社会において，誰もがしうるエレンが
体験するような「不快」と思われる体験は，決して悲観的なものではなく，
幸せになるための段階としてあり，それをμく度も体験し，打ち消し，祈
ることにより，それは彼女たちにとって良きものに変わることを暗示して
おり，それは読者たちの勇気付けの契機となっている。また，この単調な
サイクJレの繰り返しは，無意識のうちに読者に，辛いことがあっても信仰
心を忘れず，自尊心を否定し，それを涙で浄化し耐えれば，必ず幸せが訪
れるという信奉を根付かせていると言える。
さらに，ここで重要なのは，長い巡礼において，エレンに与えられる
「ごほうびjのすべてが，彼女よりも「大きlな」存在，そのほとんどが男性
との巡り合いということである。「大きな」存在は，女性はひとりでは生き
ていけないことを暗示していると考えられる。人生において，壁にぶつか
ったとき，助けてくれるのは，必ずエレンよりも社会的に「大きなJ存在
なのである。これは「小さな」存在としての女性像，または女性の幼稚性
を良しとしている裏付けの何ものでもないことを物語っていると言える。
言うまでもなく，この「大きな」存在たちは，ほとんどが信仰深い人物
であることにも気付かされる。これは，女性と宗教との関わり合いを強調
していると言える。人間が精神的に弱っているときに，決まって現れる彼
らの存在は，エレンにとっては救世主のような存在として映っている。し
たがって，エレンにとって彼らの言動ひとつひとつは，信頼性があり，絶
対となるのである。
「ワンパターン」なサイクJレのなかで繰り広げられるエレンの巡礼の旅
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ベは，読者に「真の女性Jなるためには，いかに行動すべきかを分かり易く
教え諭していると言えるとともに，「普通の女の子」が，ここまで苦難を強
いられ神の子となるという設定から，そのような女性になることが，いか
に大変なことなのかをも同時に提示し，現実世界において，結婚に行き着
いた女性を崇拝させる要素を作っている。
その他の要因としては，まず，読者たちがウオーナーの手がけた現実世
界のありふれた背景の設定と，そして，決して完全人間とは言えないエレ
ンの人物像にある。人生を通し，経済的困難な生活とそうでない生活，そ
して都会での生活と孤島での生活の両方を体験したウオーナーは，その両
極端な生活状態を小説に生き生きと表現している。
都会の描写においては，エレンと死を宣告されている母親が，永遠の別
れ間際に行う買い物において，商業化された都市の状況が事細かに描かれ
ている。作品の冒頭部分において，エレンが滞在先のホテルの窓から見る
点灯夫がガス灯をともす風景，そして大通りを「絶え間なく」（¥lV晴晴r10) 
横切る荷馬車や大衆の状況は，地方に住む読者にとっては新鮮な印象を与
える。
そして，エレンがひとりで母親のお使いへ出るとき，幼い少女を踊そう
とする店員は，商業化された都市における人々の象徴としてとらえること
ができる。イザベラ・ホワイトは，このような都市部の描写においてウオ
ーナーは「やや否定的な感触」（33）を抱いていたと述べている。ウオーナ
ーが描写している都市像は，華々しい都会への憧れを読者に植え付けると
ともに，とくに幼い子を平気で踊そうとする店員の姿から，都会とは平気
で人を踊す人が多いというような都市部の恐ろしさのイメージを読者に植
え付けでいることを顕著に裏付けていると言える。
さらに，エレンが父親の知人に連れられ，サールウオールへ行く道中は
一種の旅行記としてとらえることができる（Papashvily 6）。実存しないサー
ルウオーJレまでの道のりではあるが，誰もが知っているニューヨーク州か
らニューイングランドを縦断するハドソンi可を蒸気船で上り，その後，馬
車などを乗り継いで行く現実と想像の合間の存在するその村は，あたかも
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実際に存在する地名のような印象を読者に与え，実際に読者自身が旅して
いるような気分にさせている。
長旅を経て到着する地方の描写においては，都市部のそれよりもさらに
詳しく地方独特の自然及びカントリーライフの描写が成されている。地方
での生活の描写は，都会育ちの「普通の女の子」エレンが，彼女にとって
未知の世界である地方での生活に馴染もうと四苦八苦する状況が，時には
深刻に，そして時には面白おかしく描いている。
その一例としては，たとえば，都市部に住む読者にとって，屋根裏にあ
る豚肉の爆製などは，非常に目新しいものであるし，また異様な光景に映
るであろう。エレン自身，物語の中盤より地方の生活のなかで光を見出す
ことができてきているのであるが，その光景を目の当りにするや否や，そ
こでの生活への自信を失ってしまう。
この場面は挿絵が添えられているのであるが，「トーストのように熱った
体」刊明rw234）に耐えきれず，その場に倒れこんでしまう状況が描かれ
ている（Fig.2）。都市部に住むエレンのような読者たちにとって，エレンの
気持ちは痛いほど理解できたであろうし，この挿絵はさらにそれを助長し
ていたのではなかろうか。
また，サ－｝レウオー jレの恒例の行事である「ピー（bee）」では，村人がと
もに準備し，ともに楽しむにぎやかな状況や村人たちの活気溢れる状態が
事細かに描写されている。人口面においては，地方よりもその数は勝って
いても，作品冒頭部分におけるエレンの都会での生活からも窺えるように，
人々の交流が人情味溢れる交流が乏しい都市部の状況に慣れている，いわ
ば「都会っ子Jにとっては，異様な光景として映っていたであろう。
さらに，『広い，広い世界』においては，アメリカにおける都市と地方の
生活だけの描写にとどまらず，エレンをヨーロッパにまで連れ出し，そこ
までの道のりや，ロンドン，そしてスコットランドなどの街並や生活習慣
を詳細に描いている。未だ海外への旅行が裕福な人々の特権としてあり，
多くの読者にとってはもしかしたら生涯体験し得ないであろうと思われる
19世紀においては，作品は旅行記としての役割は十分に果たしている。
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しかし，このエレンの海外生活の描写は，単に読者に海外の生活記を伝
えているだけではないようである。エレンの英国での生活においては，読
者を独立した国家としてのアメリカ国民であることに気づかせるための，
言い換えれば，読者の「ナショナリズム」を奮起させるための試みがしば
しば成されている。
作品においては，英国の街並や，そこに住む人々の人間模様を，実際に
現地へ行ったことのない作家とは思えないほど的確に描写しているのであ
るが，アメリカ人を「野蛮人」（WWW507）や「裏切り者の集団」（506）と
呼ぶ英国人の価値観を作品のそのまま反映させている。そして，伯父や叔
母から，アメリカ人であることを否定されるエレンであるが，「もし私が男
なら喜んで、アメリカのために戦う」（506）とまで言い切り，必死になり祖国
であるアメリカを弁護し，アメリカ人である自分の存在を肯定する姿勢に
出る。結果的に，彼女の主張は「おかしな考えJ(506）として片付けられて
しまうのであるが，その試みは，読者にあらためてアメリカ人であること
に誇りを抱かせる契機を与えている。国家規模でナショナリズムが重要視
されていた 19世紀においては，アメリカ人気質をくすぐるこのような内容
は，読者にとっては好意のもてる内容であったに違いない。このように，
多くの読者にとって自分たちにとっては未知の世界とも言える，ある読者
にとっては都会，そしてまたある読者にとっては地方の生活，そしてまた
多くの読者にとっては，海外の目に浮かぶような自然や街並の描写は，読
者の他の世界への想像力を増加させ，興味を注いだ。
さらに，地方独特の慣習紹介のみならず，『広い，広い世界』においては，
女性読者の興味をそそるような内容を各所に取り入れている。たとえば，
女性の領域としてあった，家庭内における装飾や内部構造をまるで「イン
テリア情報誌Jのように詳細に描写している。
部屋の中心にはじゅうたんだけが敷かれており，あとのものは白く塗
られていた。家具はありふれていたが，きれいに磨かれていた。十分
すぎるほど大きな布は三つの窓を覆い，ベッドに優雅に軽くまとわれ
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ていた。化粧台は真っ白な木綿布に覆われていて，クッションの傍ら
には花が飾られていた。 (W晴晴r163-64) 
また，ハンフリー家の「広く，設備の整った小奇麗なキッチン」（W晴晴r
167）は，アリスとエレン，そしてメイドのマージエリーのみが共有できる
領域として描かれている。そこには，男性の姿は存在しない。そこで初め
てケーキを作ることに挑戦するエレンは，そこで家事の楽しさを実感し，
女性の役割として家事を受け入れるようになる。
3人が楽しそうにケーキを作る場面は，男女の役割分担を徹底的に教え
込まれていた当時の男性読者には決して共有できない場面である。つまり，
女性読者にだけ与えられた作品を読む上での特権であると言える。 19世紀
においてどこにでもありそうな「ありふれたj日常生活，そして誰もが共
有するごく当たり前の喜びゃ悲しみを描いたこの作品は，確実に読者の心
を掴んだ。
エレンを取り巻く環境のみならず，読者の心はヒロイン，エレンにも惹
かれている。たとえば，『若草物語』（1868）において，男勝りのジョー・マ
ーチがエレンの悲しみを共有し涙を流したように，当時多くの読者がエレ
ンに同情し，彼女の人生を共感した。その要因としては，彼女が，同情を
受けやすい孤児であり，「叔母に対し不快を覚えたり，階級意識から，祖母
や叔母の婚約者を敬遠したり，家事を喜んでしなかったり，また実践より
もまず祈り」（Papashvily4）というように，「できの悪い女の子」という設定
から始まっているからである。
エレンが最初から完壁な少女であったのなら，作品はベストセラーにま
で到達しなかったであろう。「決して見過ごせない不幸で可哀相なエレンj
という肩書きが，おそらくエレンよりも不幸でない女性読者たちを作品の
虜にしたのである。家事の合同にできた余暇の時間を縫って，時にはエレ
ンの母親代わりとなり，幼いエレンをず、っと見守り，少女と同世代の読者
は，彼女が完壁でないがゆえに起こす失敗が，現実世界においては，自分
の失敗のように受け止め，同情しともに涙を流した。
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そして，挿絵の少女の視線がほとんどの場合において空，つまり「天の
神」の方を向いていることからも明らかなように，どんな状況下において
も信仰心を忘れず前向きに生きるエレンに感銘を受け，それをモデルとし
て見習う決心をしたであろう。
このように，そのストーリー性から見ても，娯楽として，読者が楽しん
で読めるような，自伝的でもあり，旅行記的でもあり，インテリア誌的で
もあるという作品の多様な特徴が女性読者を魅了してか， 19世紀において
『広い，広い世界』はある種の「流行書」として存在するようになったので
ある。
『広い，広い世界』が出版された 5年後の 1855年，ヘイルの著書『女性
名鑑』において，『広い，広い世界Jを「小説の新しいかたちの起源」（898)
とし，第 2のウオーナーとなるべく多くの「模倣者」（898）が存在している
と言及していることからも明らかのように，『広い，広い世界』の斬新なス
タイルは， 1850年以降に出版された女性作家による作品の傾向に大きな影
響を与える結果を招いた。
v 
大衆文化の幕開け，そして男女の領域を明確に区切った 19世紀という時
代，さらにそのなかで生まれた「エチケットブック」や雑誌を分析し，そ
れぞれの指導書としての，また娯楽としての要素が『広い，広い世界Jの
なかに確実に生きているということから，この作品のベストセラーの要因
は，ある面においては，現代の多くのウオーナー研究者たちが主張するよ
うに， 19世紀という時代によって助けられたということを，あらためて認
識できた。だが，文学としての『広い，広い世界』の価値を再考察するた
めに，内容を深く分析した結果，このような社会的な要因は，やはり外的
な要因に過ぎないことが明らかになった。
確かに『広い，広い世界』は，大まかには「エチケットブック」や雑誌
が唱えていた女性のあるべき姿を明らかにした，指導書的な要素が多く含
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まれているが，そこには「エチケットブック」や雑誌にはない，作品独自
の，読者を魅了する要素が内在していたのである。それは， 1）作品が『聖
書』をわかり易く解説した「わかり易い聖書」として存在したこと， 2）読
者も共感できる現実世界のありふれた生活を忠実に描写したこと， 3）ヒロ
イン，エレンが「欠点だらけJであり，彼女のいくどにも及ぶ失敗，そし
て反省の繰り返しを通し，読者に再三「善良に」生きることの難しさを教
えていることである。本稿においては，これらを裏付ける様々な実証から，
外的要因の裏には作品自体の内容もベストセラーの要因に大きく貢献して
いることを確信できた。
現在ベイムが述べるように，頼るべき男性の不在のために生活の保証を
奪われた女性たちが，生き延びるための術として，職業作家という道を選
ぴ，結果，芸術性よりも「大衆うけJする作品が多く世に出回ったという
事実（32）は完全には否定できない。だが，今回『広い，広い世界』のベス
トセラーの要因の内的な部分を明らかにすることによって，そこで駆使され
ている様々な手法から，作品を単に芸術性のない物語として位置付けてし
まうのはあまりにも早過ぎる結論であるとも考えられはしないであろうか。
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注
1 引用部分の日本語訳は，すべて拙訳。
2 次の文献からの引用は，括弧内にそれぞれの省略記号と項数を記して表示。
A Afterward. The Wide, Wide World 
BS Golden Multitudes: 7ルStoryof Best Selers in the United States 
BW The Bonds o/Womanhood：“防倒的争here＇’inNew England, 1780-1835 
IH “Ideal Husbands; or, School-girl Fancies＇’ 
M Manners; or, Happy Homes and Good Society All Year Ro仰 d
P “Passionlessness: An Interpretation of Victorian Sexual Ideology, 1790司 1850"
SD Semational Desタis:The Cultural Work of American Fiction, 1790-1860 
WT “What to Teach" 
WWW The防de,Wi，ゐWorld
3 Elizabeth Wetherell。出版当初のウオーナーのペンネームである。女性が職業
作家として執筆活動を行うことに否定的な観念を抱いていた 19世紀において
は，多くの作家たちが自らの素性を隠し，ペンネームを使っていたようである。
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資料
Fig.I. 『ゴディーズ・レディーズ・ブック』に掲載されたファッション挿絵
Fig.2.屋根裏の豚の薫製を目の当たりにし，倒れ込んでしまうエレン
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